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幼児期から児童期における子どもの思考の共有・深化に関する研究
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問題

OECDによるPISA型調査の結果から、日本の子どもの問題解決に対する意欲の低さが

指摘され（OECD,2012）、多くの子どもが複雑な問題に粘り強く取り組むことを避ける

傾向にあることが明らかになった。しかし、社会情勢がますます複雑化・グローバル化し

ていく中、未来を生きる子どもたちにとって、多様なニーズに対して試行錯誤し対応して

いくスキルや能力・価値観が必要になるであろうことが予想される。このような状況にお

いて、日常生活の様々な問題や葛藤場面について自分なりに思考し、考えを深め、発展さ

せていく力を育むことは、幼児期・児童期の教育に求められる重要な課題だと言える。

子どもたちの思考力の発達を促す可能性のある要因のひとつとして、先行研究から「人

との関り」をあげることができる。例えば、ヴィゴツキー（Vygotsky）は、発達理論「発

達の最近接領域」において、子どもの発達を促すものとして他者との関わりが重要である

と述べており、日本の幼児教育・保育に関する研究からは、青年期と異なる幼児期独特の

思考力の発揮の仕方として、保育者や他児等の「人との関わり」が重要である可能性が示

されている（内田・津金,2012）。また、幼児期の終わりごろになると、園生活において、

子どもたちがあるグループ活動の中で目的を見出し、それに向けて実現していったり、そ

のプロセスを通して工夫や協力の仕方を学んでいったりすることが出てくる（無籐,2011）。

このような活動のことを「協同的活動」と呼ぶが、特に協同的活動における子ども同士の

話し合いや保育者の関わりが、幼児の思考の深化を促すことを示す研究もある（Dahlberg

& Moss,2006；佐藤,2018）。

一方で、児童期に入ると子どもの社会性・協調性がいったん低下することが示されてお

り（田村・荒牧,2012）、人との関わり方が幼児期から児童期にかけて変化する可能性が

考えられる。人との関わり方が変化すれば、おそらく、協同的活動の質も変化するだろう。

幼児教育から小学校教育への円滑な接続が重視されている中、幼児期から児童期への移行

に伴う人との関わりや協同的活動の変化が思考力に与える影響について検討し、保育者・

教師の関わりの効果の実際についても明らかにすることで、より良い指導・援助や接続の

形を考えることが可能になると考えられる。

本研究では、幼児期から児童期を対象に、子どもが思考力を発揮する時に仲間あるいは

保育者・教師との間にどのような相互作用が起きているのかを調べ、その相互作用の特徴

が加齢に伴いどのような発達的変化を示し、そして、「人との関わり」のどのような側面

（要因）が子どもの思考力の発達に影響を与えるのかについて明らかにする。
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研究の進捗状況

実験的手法を用いて実施予定だった研究1は、2020年初頭に新型コロナウィルスの感染

が急拡大したことに伴い、協力園との協議により、実施直前に中断・延期されている。

研究2では、質問紙調査により、実際の保育の現場では協同的活動と子どもの発達の関

連性についてどのように捉えられているのかについて明らかにする。本稿では本年度実施

した研究2の調査結果の経過を報告する（データ収集は継続する予定であり、統計的な分

析は未実施である）。

研究報告

１．調査対象者 現役保育者68名（保育者経験年数1年未満：1名、1年以上3年未満：

15名、3年以上7年未満：12名、7年以上：40名）

２．調査時期 2021年度幼稚園教諭免許更新講習（8月）および保育士キャリアアップ研

修（10月）において実施した。

３．材料 子どもの協同活動に関して、保育の中で感じていることを記入するよう求める

質問紙を用いた。協同活動が子どもの発達に影響を与えると感じるか、協同性がいつ頃発

達し始めると感じるか、また、自身の保育の中でどのように協同活動を実践しているのか

等について、回答を求めた。子どもの発達に与える影響については、イギリスの保育の質

の評定尺度「ECERS-E」（秋田・佐川,2011;Sylva,Siraj-Blatchford,& Taggart,2011）

をもとに、保育に関連の深い子どもの能力をピックアップし、その中から特に影響を与え

ると思われる能力を選ぶよう求めた。質問項目は合計8項目（選択式5項目および自由記

述式3項目）である（具体的な質問項目は Table1に示した）。
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Table1 質問紙調査で用いた質問項目と内容



４．方法 質問紙調査をインターネット上で実施した。調査目的に関して事前説明を行い、

協力の同意を得られた場合にのみ回答を求めた。調査の実施にあたり、情報気密性の面で

安全性の高いSSL形式の暗号化を行うシステムのアンケートアプリケーション「Questant」

を用いた。また、回答者の氏名など個人を特定できる情報の記入は求めなかった。

５．結果

① 協同的活動を展開した経験の有無：実際に取り組んだことがある保育者は全体の82.4

％だった。

② 協同的活動を展開する年齢：協同的活動を展開するのに適した年齢については、「3

歳児クラス 2学期」とした回答が最も多く（27.9％）、次に「4歳児クラス 2学期」

（26.5％）、「3歳児クラス 3学期」（19.1％）となり、 4歳児クラスおよび 3歳児クラ
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Table2 協同的活動の実践例



スが全体の7割近くを占めた。協同的な活動は幼児教育の中でもレベルが高いものに

なるため5歳後半頃に目指すべき活動になるが、必要とされる力は幼児期に芽生え育っ

ていくと考えられる。この結果から、3・4歳で既に協同的活動の萌芽があることを

保育者が感じ取っていることが示された。

③ 協同的活動の実践例：協同的活動の実践例として挙げられた事例（のべ）のうち、3・

4・5歳児それぞれについて詳しい記述がみられた12例および異年齢での実践例１例

の合計13事例をTable2に示した。各年齢において、個々の子どもの特徴とやり取り

に関する記述が見られ（事例№1、事例№7、事例№8、事例№11）、保育者が個々

の子どもの性格や発達状況・生活環境等をふまえて協同的活動におけるやり取りを受

けとめていることがうかがえる。

④ 協同的活動によって子どものどのような力が育まれると考えられるか：最も影響を与

えると考えられた能力が「協調性」（95.6％）であり、次いで「想像力」「社交性」

（どちらも79.4％）、「言葉の力」（76.5％）、「自己調整力」（72.1％）、「推論能力」

（67.6％）であった（Figure2）。また、自由記述の回答より、選択肢として挙げた能

力以外に「達成感」「自己肯定感」「場の空気を読む力」「程よい緊張感の体験」「何を

今しているかを考える気づく」等があげられた。これらの結果から、協同的活動によっ

て、思考力に関わる力以外に、コミュニケーションに関わる力、および、自己調整に

関わる力が育まれるという実感があるのだと考えられる。
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Figure1 協同的活動によって育まれると考えられる力



⑤ 協同的活動に対する援助：協同的活動に対して行う援助および環境面における工夫に

ついて、詳細な記述のあった10回答をそれぞれTable3に示した。援助および環境面

への配慮のいずれにおいても、直接解決を指示するような関わりを行う回答はほぼ見

られず、「足場かけ」や見守りを心掛けた援助、および、人間関係の構築の促進およ

び場や時間の確保を目指した環境設定を行っていることがうかがえる。
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Table3 協同的活動に対する援助の例



今後の課題

来年度は実験を再開できるよう園との交渉を進め、かつ、並行してインターネットによ

る質問紙調査を継続していく予定である。研究2では保育者を対象にした意識調査を行っ

ているが、幼児教育から小学校教育への円滑な接続と思考力の発達についての検討を視野

に入れると、小学校教諭を対象にした意識調査も行っていく必要があるだろう。

※本研究は鎌倉女子大学倫理審査を通過：審査番号鎌倫-19008・鎌倫-20018

引用文献

秋田喜代美・佐川早紀子（2011）,保育の質に関する縦断研究の展望,東京大学紀要,51,

217-234.

Dahlberg,G.,&Moss,P.（2006）LaNostraReggioEmilia1Rinaldi,c.InDialoguewithReggio

Emilia,Routledge.（ダールベリ G.・モス P（.2019）リナルディ C.里見実（訳）レッジョ・

エミリアと対話しながら：知の紡ぎ手たちの町と学校,ミネルヴァ書房 pp.1-31）

無藤隆 (2011).保育の学校,ミネルヴァ書房．

OECD（2013）.Country-Note:ProgrammeforIntaernationalStudentAssessmen（tPISA）

ResultfromPISA2012.（https://www.oecd.org/pisa/keyfindings/PISA-2012-results-japan.pdf）

佐藤康富（2018）.幼児期における思考力の深化過程に関する研究 鎌倉女子大学紀要,25,

89-99.

田村 徳子・荒牧 美佐子（2012）.子どもの学びの育ち ベネッセ次世代育成研究所幼児期

から小学1年生の家庭教育調査報告書,26-45.

内田伸子・津金美智子（2014）.乳幼児の論理的思考の発達に関する研究―自発的活動と

しての遊びを通して論理的思考力が育まれる― 保育科学研究,5,131-139.

ヴィゴツキー 柴田義松（訳）（2001）．思考と言語 新読書社

Sylva,K.,Siraj-Blatchford,I,&Taggart,B.(2011),TheFourCurricularSubscales

ExtensiontotheEarlyChildhoodEnvironmentRatingScale�（ECERS）,4thEditionwith

PlanningNotes.（平林 祥・埋橋 玲子（訳）,（2018）,新・保育環境評価スケール3〈考

える力〉,法律文化社.

細野美幸・小泉裕子・幸喜健・関川満美106



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


